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奉仕を通じて
平和を

和で輪を広げ、前に進もう
■司会：
　相羽例会運営委員

■点鐘：中丸会長

　皆さん、こんにちは。素晴らしい陽気で緑が美しい
季節になりました。今日は大安吉日で、このところい
いこと続きの我がクラブも緑のさわやかないい雰囲気
の中で、今年度二人目の入会式ができることを大変う
れしく思います。
　本来でしたら北久保さんの紹介は野崎一重さんがす
るべきなのですが、今日は都合でお休みですので、私
の方から紹介させていただきました。詳しいことはご
本人より話があると思いますが、｢道路交通情報センター
の北久保です｣という声が流れて来たことを記憶してお
ります。前から知り合いではあったのですが、それほ
ど深いお付き合いではありませんでしたので、これか
ら一緒にロータリーライフを楽しみたいと思います。
北久保隆一様、よろしくお願い致します。

■入会者紹介：野澤会員
　皆さん、こんにちは。北久保さん、本日はご入会お
めでとうございます。初めて北久保さんに来ていただ
いてから連続して、入会前にもかかわらず例会にご出
席いただきました。これからも今まで同様、皆出席を
していただきまして、私共とロータリーライフを楽し
めればと思っております。今後ともよろしくお願い致
します。

■会長祝辞

　皆さん、こんにちは。北久保隆一(きたくぼ たかい
ち)と申します。どうぞよろしくお願い致します。生ま
れも育ちも東京都東村山市で、住まいは本町2丁目、西
武新宿線の大踏切の側、土方歯医者さんの近くでござ
います。地元の化成小学校を卒業後、二中に進み、久
我山高校、国学院大学へと進みました。高校時代が放
送部、大学時代はアナウンス研究会で勉強しました。

■本人挨拶

■入会者：北久保隆一

■バッチ・額授与

■入会式
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■幹事報告 赤木幹事

■国際ロータリー日本事務局：
　国際大会における信任状と投票代議員カードの受理

■ガバナー事務所：
・例会取消に関して(ロータリークラブ定款)
　ロータリークラブ定款第6条第1節(取消)の国際ロー
　タリー日本事務局の見解について
　・一般に認められた祝日→12/31～1/3、8月のお盆
・2013～14年度国際ロータリー第2580地区寄付方針に
　ついて
　ロータリー財団1人100ドル寄付→150ドル
・2013～14年度会員増強・Ｒ財団目標提出について
　ロータリー・セントラルから提出
　期限：会員増強 6/1、Ｒ財団寄付 5/1

■ロータリーの友委員会：
　｢ロータリーの友｣アンケート集計結果とお礼の受理

■インターアクト委員会：
　(次年度)第1回地区インターアクト委員会開催の案内
　について
　2013年5月18日(土)　12:00～14:30
　於　｢ぎんざ 貴船｣

■社会奉仕委員会：
　社会奉仕アンケートのお願いについて
　締切　5月24日(金)

■東京青梅ロータリークラブ：
　2013～14年度第1回多摩分区連絡会の案内の受理
　2013年6月4日(火)　16:30～
　於　かんぽの宿青梅

■スポーツ祭東京2013東村山市実行委員会：

■会長報告 中丸会長

■合唱：ロータリーソング
　　　　｢日も風も星も｣
◆ソングリーダー：
　荻野会員

　皆様こんにちは。今日は北久保さんご入会おめでと
うございます。北久保さんは入会予定者として例会に
出席して以来、本日まで毎週出席してこられました。
これからも皆出席をお願いするとともに末永く一緒に
ロータリーライフを楽しみましょう。
　さて皆様、先日の大谷明裕さんの卓話は如何でした
でしょうか。卓話と言うよりミニライブのような時間

でしたが、大変楽しい時間を過ごさせて頂きました。
ご紹介頂きました小町直前会長有難うございました。
　今週の14日と15日に開催されました現・新年度会長、
幹事、地区委員によります分区連絡会に参加して参り
ました。会議・懇親会とも有意義な時間でしたが、肩
の荷がおりてうきうきしていた現年度と徐々にプレッ
シャーがかかってくる次年度との対比が印象的な分区
連絡会でした。15日には親睦ゴルフ大会も開催され、
当クラブからは石山次年度幹事と私の2名だけといささ
か寂しい参加状態でしたが、日頃の田中ゴルフ部長の｢死
ぬ気で頑張れ｣との叱咤激励を思い出し2名で頑張って
来ました。私が4位石山さんが7位と入賞し、グロスで
も2・3位と健闘して参りました。
　最後になりますが、本日はクラブ協議会による地区
協議会報告がございます。出席された皆様のご報告を
楽しみにしておりますので、宜しくお願い致します。
それから新入会の北久保会員は、例会運営委員会に所
属して頂くことになりましたので宜しくお願い致します。

アナウンスが大好きで歌も好きです。その歌で野澤様
と知り合いになり、こういう運びとなりました。あり
がとうございます。
　その後、アナウンサーの勉強をするために、養成所
の東京アナウンスアカデミーというところで勉強しま
した。次に、電通が主催しておりましたテレビタレン
トセンターでタレントの勉強をしました。その後、司
会の勉強をするために、ＮＨＫの高橋圭三さんがご健
在の頃の圭三事務所で勉強させていただきました。こ
れまでに婚礼やパーティー等の司会は800件を超えてお
ります。友人の司会や、プロとしていろいろとさせて
頂いたのですが、まだまだ勉強したくて未だに久我山
高校の方へボランティアで行って、高校生にアナウン
サーの基本を教えているところでございます。
　私は交通情報を42年間担当してまいりました。ラジオ、
テレビ、電話案内で最新情報をお伝えしてきました。
こちらの八坂神社で7月に例大祭がございますが、その
例大祭の伴う交通情報なども担当したことを思い出し
ます。懐かしいです。
　私、声は若いのですが、顔を見ると｢あんなに老けて
いるのか｣という声をよく聞きます。また、感謝という
言葉が大好きなんです。先週の卓話で大谷明裕さんが、
ギター片手にこちらで奏でた最後の曲｢ありがとう･･･
感謝｣では涙して聞いてしまいました。帰りにＣＤを買
って、早速練習に入りましたので、いつか皆さんにお
聞かせできるように頑張りたいと思います。
　また、交通情報で学んだことを若い人たちに還元し
たくて、たまたまご縁がありました池袋にある、65年
の歴史を持つ学校法人 菅原学園、東京デジタルアーツ
というアニメーション専門の学校があるのですが、そ
ちらの声優学科の講師をさせて頂くことになりまして、
新しい勉強に入りたいと思います。まだアナウンスの
世界しか知らない私ですが、どうぞよろしくお願い致
します。
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　皆さん、こんにちは。ご紹介の前に一つ報告があり
ます。
　樺澤会長、當麻会長年度の米山奨学生である韓国の
カン ウンチョンさんという方、皆さんご記憶におあり
でしょうか。著作権の勉強をして、そちらの道に進み
たいということで卒業して旅立っていかれましたが、
樺澤パスト会長と同じ道に入られまして、特許関係の
仕事に進まれました。仕事の関係で東京に見えて、昨日、
樺澤特許事務所で一緒にお会いしました。皆様にくれ
ぐれもよろしく、と昨日ご挨拶頂きました。本来なら、
樺澤パスト会長にお話しして頂くところですが、山本
が代理にとご指名いただきましたのでお話しさせて頂
きました。多分、お顔の記憶がないと思いますので、
その時のコピーをお回ししますので思い出してください。
　それでは、本日の3分間スピーチは當麻パスト会長に
お願いしたいと思います。當麻パスト会長より、先日
の御葬儀のお礼を述べて、その後3分間スピーチの話を
させて頂きたいということでしたので、よろしくお願
い致します。

■発表者紹介：
　山本職業奉仕委員長

■３分間スピーチ

■前々回メークアップ修正後前々会欠席：1名
■前々回出席率メークアップ修正後：96.30％
■前々会メークアップ者：
　野崎会員：地区米山委員会

在籍会員数 出　席 免　除 欠　席 出席率

31 25 0 4 86.21

■出席報告 飯田例会運営委員

　スポーツ祭2013東村山市実行委員会第4回総会資料の
　受理
　会長確認後事務所にて保存

■例会変更：
　所沢中央ＲＣ　5/6(月)→休会
　東京小平ＲＣ　4/17(水)→16(火)夜間例会

■回覧：
　ロータリー補助金ニュース
　東京小平ＲＣ週報

◆當麻会員：この度は母の葬儀に皆様にご会葬頂き心
　　　　　　より御礼申し上げます。
◆中丸会長、赤木幹事：
　　　　　　北久保様、入会おめでとうございます。
　　　　　　今後とも末永くロータリーライフを楽し
　　　　　　みましょう。本日は地区協議会の報告楽
　　　　　　しみにしています。
◆野澤会員：北久保さん入会お待ちしていました。色々
　　　　　　なロータリーライフがあります。一緒に
　　　　　　楽しみましょう。
◆野崎会員：北久保さん入会おめでとうございます。
　　　　　　本日は米山地区委員会でカウンセラー・
　　　　　　米山奨学生のオリエンテーションの司会
　　　　　　を指名されていますので欠席します。ご
　　　　　　活躍を期待します。
◆野村会員：先日、分区連絡会に行って来ました。次
　　　　　　年度モードに入ります。北久保さん入会
　　　　　　おめでとうございます。

野村(裕)クラブ管理会員■ニコニコＢＯＸ

本日のニコニコ合計：   31,000円
　　累　　　計　　：1,154,100円

　こんにちは。先週から｢歩こう会｣の参加申し込みを
皆様に回覧させていただいておりますが、今回は御岳
山を散歩しようということで、私も知らなかったので
すが、御岳山の山頂に国宝がいくつかあるということ
です。青梅のロータリー会員の金井先生にお願いして、
金井先生の経営するレストランで、精進料理になるか
と思いますが食事をし、案内もしてくれることになっ
ていますので、ぜひ大勢で参加して頂きたいと思います。
　東村山駅から電車で行って、御岳の駅から歩こうと
考えております。いろんな神社を見てから食事をし、
ケーブルカーで降りてくるか、歩いて下りてくるかは
未定ですが、ぜひ奥様やお子様、お孫様も十分行ける
コースだと思いますので、皆さんの参加をお待ちして
おります。6月8日(土)ですのでよろしくお願い致します。

■歩こう会　相羽会員

■委員長報告
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　4月10日(水)午後1時より新宿のハイアットリージェン
シー東京にて開催されました。以前だと地区協議会は、
必ず文京区にある椿山荘で開催していましたが、今回は
新宿でした。水野パストガバナーの頃から、大会会場が、
それぞれ主催するクラブの判断にある程度任されて来た
様な雰囲気です。大会や協議会の雰囲気も変わって良い
傾向ではないでしょうか！もっとも、全体で700人前後を
一堂に集めて、その後小委員会に分けるだけのスペース
を持ったホテルは限られてしまうと思います。各委員会
の報告は、今日が6人という事で、会長・幹事・クラブ奉
仕・職業奉仕・社会奉仕(山本地区委員)になるかと思い
ます。また、次週も地区協議会の報告として、用意され
ていますので、国際奉仕・新世代奉仕・ロータリー財団・
米山奨学生(野崎地区副委員長)にお願いいたします。
　会長・幹事は一緒に分科会に出席しましたので、内容
は、石山次年度幹事にお願いするとして、私の持ち時間
は、地区協議会全体の状況をかいつまんでお話しようと
思います。
　全体会議が約1時間あり、いつものように多くの出席
者の紹介が司会者からあり、吉田健二ガバナーエレクト
のかなり熱のこもったお話があり、その後各部門に分か
れての協議会となりました。例年ですと、会長・幹事は
別々にやっていましたが、今年は一緒に参加でした。協
議会の内容は、吉田ガバナー・上野研修リーダー・全地
区のガバナー補佐が並び我々が対面するように着席する
と言う形式でした。上野研修リーダーの会長・幹事に対
する心構え等をお話したいただき、その後は質問形式で、
会議を進める方式を取りました。質問に答えるのは、質
問者の属する地区ガバナー補佐であり、その後の全体報
告会議で各ガバナー補佐が発表するというスタイルでし
た。ちなみに、多摩分区からの質問が無いと言う司会者
の発言があったので、私が橋本ガバナー補佐につまらな
い質問を1つしてみました。今迄と違い新鮮な地区協議
会でした。その後の親睦会でも会場は、ロビーを含めて
数箇所に別れていて、ゆっくり食事が出来て、良かった
です。宜野湾ＲＣの泉会長がガバナー事務所予算案の詳
細で、人頭分担金にふれ沖縄では、人頭と言う言葉は差
別用語に感じるので、使用しないで欲しい旨の発言があ
りました。

■野村次年度会長

　皆さん、こんにちは。先日は母の葬儀に際し、皆様に
ご会葬頂きまして心より御礼申し上げます。本当にあり
がとうございました。本日の3分間スピーチは、嶋田先輩
と同じように前もって考えて原稿を作っておりましたので、
母の葬儀に関わらず間に合いました。3分間を少し超えて
しまうと思いますが、よろしくお願い致します。
　まず、ロータリーの原点について｢炉辺談話｣としてお
話したいと思います。
　ロータリーに奉仕という概念を提唱したのは、アーサー・
フレデリック・シェルドンです。彼はミシガン大学経営
学部のマスターコースで当時としては革新的な分野であ
った販売学を専攻しました。その学問と自らの経験を基
本として、1902年にシェルドンビジネススクールを設立
して、修正資本主義を取り入れた20世紀の経営学を教え
ました。
　シェルドンはその考え方をロータリーに導入し(1908年
入会)、1911年に当時のロータリークラブ連合体がそのま
まロータリーの奉仕理念として採択し、さらにその考え
方は職業奉仕となって現在に至りました。
　人生は海のようなものです。ギブ・アンド・テイクの絶
え間ない潮の満ち干が、物事を解決します。与えることが
奉仕であり、受け取ることが利益または報酬です。しかし、
種を蒔く時期が、収穫にするのと同様に、与えることが、
受け取ることに先行しなければなりません。利益を得る経
営学は奉仕を与える経営学でもあると思います。
　ロータリーは、すべての個人やすべての会社が稼ぎ出
す金銭は、原因ではなくて結果であることを、大胆不敵
に宣言しました。公正に稼ぎ出した金銭は、奉仕の実践
の対価として支払われた賃金なのです。従って、原因に
遡って推論すれば、奉仕すなわち有用性が、商工業会社
の存在理由であるばかりでなく、あらゆる人間活動の存
在理由であることが判るのです。
　今仮に、世界中の靴の製造に関するすべての人が、大
会に集まったとしましょう。更に、靴の製造に使われる
すべての機械類や靴の製造技術に関するあらゆるデータが、
ここに集められたとしましょう。この大会の会議中に地
震が起こって、すべての人間の命と、すべての機械と、
そこに集まったすべての記録が破壊されたと仮定しまし
ょう。突然、地球上には靴の製造技術に関する知識を持
った人間はいなくなり、機械も記録も全てなくなり、靴
の製造技術は突如として失われ、我々の前からすべての
履物は姿を消してしまうのです。
　この出来事によって、人々は初めて靴屋という事業は
靴を売って金儲けしているのではなく、靴屋という職業
を通じて社会に奉仕している事実に気付くのです。当然
のことながら、これと同じ事例は帽子や服や住居や食物や、
その他人間のニーズや快適さや贅沢のために提供される
すべての職業に当てはまるのです。
　現在、100人の人に｢なぜ、あなたはその職業に携わっ
ているのですか｣と質問したら、95人の人は｢金儲けをす
るため｣と答えるに違いありません。しかし、それは正解
ではありません。事業を営んでいる人の95％が、事業に
失敗する根本的な理由は｢金儲け｣のために事業を営んで
いるからなのです。事業が存在する唯一の正当な理由は、
自分の事業を通じて社会に奉仕すること、即ち、奉仕の
実践をするために事業をしているのです。これが職業奉
仕ということだと思います。
　最後に私の信条を発表しまして終わりたいと思います。
孟子曰く｢地の利は人の和にしかず｣と申します。地の利
よりも何よりも私達、東京東村山ロータリークラブの人

の和に勝るものは無いと思っております。私は我がクラ
ブの会員の皆様が｢大好き｣です。ご清聴ありがとうござ
いました。

■當麻会員

■クラブ協議会(地区協議会報告)

■司会：赤木幹事
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　地区協議会の部門別会議では、今回は会長・幹事合同
にて行われました。次年度吉田健二ガバナーを中心にし
て、伊藤清仁地区幹事の進行のもと、分区ガバナー補佐
を束ねる地区研修委員長の上野操パストガバナーが話を
進めていく形となりました。
　そのお話の中で幹事の仕事として必要事項だと思われ
る点は、
①次年度はガバナー補佐にいろいろと権限を与えるので、
　ガバナーの手足となって一生懸命活動しているガバナー
　補佐に対して、皆さんはそのガバナー補佐をガバナー
　の分身だと思って、もっと丁重に(ガバナーと同等)対
　応してもらいたい。
②幹事は各種セミナーや委員会活動のスケジュールを把
　握して、万障繰り合わせて出席してもらうように各委
　員長さんに働きかける。そして出席後の例会では委員
　長報告を義務づけるようにする。
③クラブ事務局に頼りすぎないようにする。これは頼り
　すぎ、任せすぎだと慣例化に陥りやすく、幹事が考え
　て行動しなくなるし、改革も起きなくなるためです。
　後半では質疑応答があり、それぞれの質問を、質問者
　が所属する分区のガバナー補佐が回答するというもの
　でした。その中で、
　①女性会員が入会しづらい環境で、増強が進まないこ
　　とへの回答で上野パストガバナーより、そもそもロ
　　ータリアン(会員)に男女の区別はなく資格を満たせ
　　ば男女問わず入会できるもので、女性会員と皆が意
　　識しすぎている。世界のロータリアンでは女性比率
　　が16％位ですが、日本は4.9％しかいない。これを
　　2580地区では8～10％にしていくのが目標、との回
　　答いただきました。
　②昼例会が多く昼間に参加できない人が多いのではと
　　の回答では、アメリカの昼例会比率は45％、日本は
　　90％であり、慣習を変えていき、戦略思考をもった
　　クラブ運営をする必要があるのでは、との回答をい
　　ただきました。

　他にもいろいろな意見や質問が出ましたが、ここで学
んだことを活かし、私も考えて行動し、クラブに反映さ
せていけたらと感じました。次年度更に飛躍できるよう
頑張ります。報告は以上です。ご清聴ありがとうござい
ました。

■石山次年度幹事

　皆さん、こんにちは。久しぶりの職業奉仕委員長を仰
せつかりました野澤でございます。先日の研修ではカウ
ンセラーにパストガバナーの多田宏さん、講師に2770地
区埼玉県越谷ＲＣの地区職業奉仕委員長をやっておられ
ます青木伸翁さんの講演がありました。
　地区委員長は、まず冒頭にＲＩの間違った二つの方針
ということを言っておられました。一つ目は、皆さんご
承知の通り、まずは職業奉仕の軽視です。ある時代に職
業奉仕が抹殺されてしまったというようなケースがあり、
それを日本のロータリアンたちが意義申し立てをして、
再度、職業奉仕を盛り上げたという経緯があります。
　二つ目はあまりにも増強、拡大、金集めに奔走しすぎ
たことです。それによって職業奉仕という、本来のロー
タリーの金看板がどこかへ行ってしまったというような
ことがあったので、次年度の地区職業奉仕委員会として
は、各クラブの職業奉仕委員会が職業奉仕について、会
員の皆様にどんどん提案する場を作ってほしい、突き上
げる場を作ってほしいということでした。
　また、3回～4回に分けて、職業奉仕に対する研修をシ
リーズで開催したいということです。地区の委員は10名

■野澤次年度職業奉仕
　委員長

少の一途を辿っています。会員の減少は他地区も同じで
ありますが、特に2580地区は減少しています。現在の地
区の組織、活動、運営を継続していくためには、財政的
な面からも3,000名が分岐点だそうです。従いまして大
変な危機を迎えています。
　このような状況ですので、クラブ奉仕部門の協議会の
テーマも会員増強に沿ったものでした。その内容は、去
る4月5日締切の地区クラブ奉仕委員会の2580地区会員増
強アンケート調査(71ＲＣの内68ＲＣの返信)中間報告の
資料に基づき、リーダーより説明が行われました。

Q1.あなたのクラブの会員数は過去5年間でどのように推
　 移しましたか。
　 10～31％減少　83％
Q2.現在のクラブの会員数に満足していますか。
　 65％のクラブが不満
　 但し何をもって不満なのか又適正な会員数についての
　 説明はありません。
Q3.あなたのクラブでは会員増強・退会防止のための具
　 体的な活動を行っていますか。
　 時々実行している　　　　　　　　　　　　　 43％
　 繰り返し、あるいは定期的に実行している　　 29％
Q4.あなたのクラブでは退会会員用アンケートを実施し
　 ていますか。
　 実施したことがない、その計画もない　　　　 92％
Q5.あなたのクラブでは女性会員を受け入れていますか。
　 受け入れていない、受け入れは考えていない 　31％

　そしてこのアンケートに基づいて5クラブから実施さ
れている活動内容の報告がありました。各クラブ大変苦
労し、又有効手段がないのが実情のようです。
　これらにより、次年度の地区運営方針｢会員増強｣と退
会防止の為に、自クラブの例会は楽しいのだろうか、又
魅力あるクラブを運営するためにはどうしたらよいのか
を見つめ直して、次年度のクラブ運営方針を立てて下さ
いという事で終了しました。

　クラブ奉仕部門は､カウンセラー東京東ＲＣパストガ
バナーを古宮誠一様、リーダー東京東ＲＣの鈴木一末様
により協議会が行われました。
　次年度の地区運営方針は｢会員増強｣の推進です。2580
地区の会員数は平成20年度3,500名、現在は3,040名と減

■赤木クラブ奉仕委員長
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■点鐘：中丸会長

程ですが、30～40名くらい入れる余裕を持って研修しま
すので、もし各クラブで参加したいという方がいれば遠
慮なく参加してもらって、一緒に研修して頂きたいとい
うようなお話がありました。
　講演された青木さんの話をかいつまんで申し上げます。
青木さんはロータリーの発生史ということで、ポール・
ハリスの生い立ちについて主にお話されました。｢ポール・
ハリスがオハイオ州立大学を卒業して弁護士になったこ
とは、皆さん知っていますよね？｣みんな知っていました。
｢その前のことをご存知ですか？｣というところから入り
ました。実は貧しい家に育って、お父さんが事業に失敗
して、祖父が経営する農場に預けられ、そこで祖母に養
育されて育ったのですが、非常に少年の頃は暴れん坊で、
大学に入ってからなんと傷害事件を起こしたらしいんで
す。それでまず、バーモンド大学を退学処分にされたと
いうことです。これは後の話によると、友人の暴力事件
があって、それをかばって自分が矢面に立って退学にさ
れたという逸話が残っております。
　次に入ったのは、プリンストン大学でしたが、残念な
がら農場の祖父が亡くなったことによって二度目の退学
をしたそうです。そして祖母のお世話で、このオハイオ
州立大学に入ったわけですが、ここを無事に卒業し、弁
護士の資格を取ったのです。資格を取って、卒業式に10
年先輩の弁護士から｢資格を取ったからといって、すぐ
に事務所を開設してはダメだ。ポール、いろいろな社会
を5年間かけて見てきなさい。｣と言われて、5年間放浪
の旅に出たのは有名な話です。この5年間に約13～15の
職業体験をするのですが、社会の表舞台でやる仕事では
なく、ほとんどが裏方の仕事でした。例えば、家畜運搬
船の水夫や、農場で果物をつむ仕事など、いろいろな仕
事をして下積みの職業体験をすることによって、人の優
しさや生きることの逞しさ、寛容の心などが養われてい
ったと思います。そういうことが素晴らしい職業体験と
なって、弁護士生活に大きな飛躍をもたらしたわけです。
　最初の会合は4人で作ったのですが、一回目の会合で
一業一会員制ということが打ち立てられ、二回目の会合
で定例会制度というのが出来、三回目の会合の時に、一
定の会合の場所を持たずにローテーションを組んで、そ
れぞれの事務所で会合を持とうということが決まりまし
た。要するに、これがロータリーに始まりでした。
　1年後、ドナルド・カーターの入会により、二つだけ
の綱領では社会的に意義がないと厳しい批判をされ、市
民のためにという三番目の社会奉仕に関する条文が入れ
られて、ここから奉仕活動が始まったわけです。
　そして3年後にはアーサー・シェルドンが入会し、チ
ェスリー・ペリーが入会してきました。ポール・ハリス
と3人でロータリー・トリオと言い、ポール・ハリスは
ロータリーの設計者、アーサー・シェルドンはロータリ
ーの建築者、チェスリー・ペリーはロータリーの運営者
と言われています。

2580地区職業奉仕委員会運営方針
【基本的理解】
1.これらのお話の中核をなす｢奉仕｣を分かりやすく｢人
　のため世のために尽くす献身的な行為｣と理解し、｢超
　我の奉仕｣および｢最もよく奉仕するもの、最も多く報
　いられる｣をロータリーの奉仕の理想と考える。
2.ロータリーの｢職業奉仕｣とは、ロータリアンがクラブ
　例会で得た奉仕の心をもって、各自の職業を通じて行
　う奉仕活動と、職業人として身につけた幅広い知識・
　見識を活かした生活とビジネスにおけるすべての奉仕
　活動をいう。
3.とくにロータリーの奉仕活動を特徴づけるものは活動
　の過程と結果における｢高潔性｣であると理解し、職業
　奉仕の高潔性は｢職業倫理｣にあるものと考える。

【方針】
(1)このような基本的理解をふまえて、今年度の活動方
　 針は｢ロータリーの職業奉仕｣および｢倫理基準｣の変遷
　 などを勉強しながら話し合い、共通の理解を築く。
(2)また、話し合いの中から｢奉仕する力を涵養し｣、自
　 ら職業人としてそれぞれの奉仕活動を模索し、かつ実
　 行して行きたい。
(3)将来への展望を含めロータリアンとして今日至るこ
　 とに誇りと自信を感じられるよう、楽しい勉強会とし
　 ていく。

【行程の概略】
①地区委員会を中心として、それぞれに造詣の深い先輩、
　仲間の指導も頂きながら勉強会を開催、忌憚のない質
　疑応答を繰り返しつつ自ら理解する。
②その成果で報告会を開催して、各クラブ職業奉仕委員
　長を中心に討論し、理解を深めていく。
③これからの勉強会、討論会の集大成として｢解りやす
　い職業奉仕｣のようなパンフレットが出来ることを計
　画する。

　次年度社会奉仕委員長ということで発表したいと思い
ます。先日の地区協議会の報告の前に、社会奉仕委員会
というと、だいたい東村山ＲＣの場合は産業祭でフラン
クフルトや玉葱を売るというのが今までの定番できてい
たのですが、漆原委員長がそれは止めて別のことを考え
ようと、震災関連のことをやろうとしましたが、他とか
ぶったり等で出来なくなり、やはり玉葱を売ってほしい
ということで販売したのですが、今年も基本的にはまだ
考えていませんので、もう少し検討してから発表したい
と思います。
　これは私も知らなかったのですが、地区委員会も1/3
くらいは知らなかったことで、上野ガバナーの時にロー
タリーで大震災の寄付金を集めて10億円位集まりました。
その使い途のことでガバナー会で決まらなくて、水野ガ
バナーの時に、目的がはっきりしないのであれば返せる
ところは返そうということで、約半分位は返したそうで
す。実際、4億円位残って、そのお金を｢ロータリー希望
の国奨学金｣にしているそうです。これは震災で亡くな
った遺児の方に、大学、高校、専門学校を卒業するまで
月5万円ずつ給付する、そしてそれは返還の必要のない
奨学金だそうです。これはロータリーの地区で運営して
いるものではなく、千葉の一会員のご夫婦で運営してい
るらしく、ある意味、危険なこともあるでしょうし、地
区の社会奉仕委員会の方できちんとやらなくてはいけな
いのでしょうが、ガバナーの方では結論の出ないまま決
めているようで、これから次年度に決めていくことにな
ると思います。

■戸澤社会奉仕委員長


